
 
 
 
 
 

１２月の道徳の日「人権集会」 
  
「友達の気持ちを考え、笑顔の輪を広げよう」をテーマに、人権月間（11 月）中に学んだことや学級での取組の

成果を発表しました。各学年の発表をみて、今後の自分のありようを考えました。 
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高松市立塩江小学校 

子どもたちは、６年生からは話の聞き方を、５年生からは思いや

りを、４年生からは協力することを、１・２年生からは友達の長所

を見つけることを学び、これからの生活に生かしたいそうです。 

2 年生は、友達のいいところを見つける活動をしま

した。いいところ見つけが上手になって、カードをも

らった子もあげた子もいい気持ちになりました。 

「友達のことをもっとよく知り、仲良くなる」ことをめ

あてにしました。友達のことを好きになれたり、クラスに

愛着がもてたりした児童もいました。上級生の発表から、

話の聞き方や困っている友達への寄り添い方など、自分

たちに生かしたい「仲良しのこつ」を見つけられました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

なわとび大会にむけて 

 

なわとび大会にむけて、すこやかグループやクラスで練習する時

間を通して、友達のがんばりや、良さを認め合う機会になればと思

います。 

５年生は、思いやりのある言葉を自分から友達にかけられるように１ヶ月

取り組みました。自分が普段使っている言葉で、うれしくなったり、時に傷

つけられたりすることを改めて学ぶことができました。他の学年の発表を聴

き、学んだことをこれからの生活に生かしたいという意欲をもちました。 

【人権集会の発表会から学んだこと】 

【学年での取組から学んだこと】 

下学年の発表を聞いて、相手の気持ちを考えた言

葉かけや行動の大切さを改めて実感していました。

人権月間で、学んだことや実践したことをこれから

も継続・実践していくことが大切ですね。 

６年生は、友達のよい所をメッセージカードに
書き、伝える活動に取り組みました。 

  

よさを「当たり前」と感じず、自分のよさ、
友達のよさを進んで見つける気持ちを大切にし
たいという気持ちをもちました。 

４年生は１１月の１ヶ月間、「協力」をテーマにして普段の生活

の中で色々な協力をしてきました。協力することで、互いに笑顔に

なったり、うれしい気持ちになったりすることを改めて確認し、こ

れからも協力して色々なことに取り組んでいきたいという思いに

なりました。 


